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【根拠に基づいた腱引き療法】 

筋整流法は、「古来より多くの腱引き師が伝承してきた技を一つにまとめ、解剖学的

な筋肉構造の理解と痛みの現象の解明」を行ってきました。筋整流法の施術は、人体の

構造と運動制御、精神的な構造の理解を突き詰めて確立できました。そして、この研究

は多くの腱引き師によって現在も続いています。 

２０１０年２月より、セミナー・施術会の２８会場１０３０名より５０７４部位につ

いての施術評価をいただきました。その結果、痛み及び痺れの軽減を表す善率は全体で

９３．６％あった。痛み及び痺れがなくなったと評価を受けた完治的改善率は、全体で

７０．５％でありました。痛み評価に関する差が出た場合を改善と表現していますが、

その差によって「改善」について以下のような表現としました。 

改善の表現 

施術前/施術後 ５.非常に強い ４.強い ３.中程度 ２.軽度 １.なし 

５.非常に強い 変化なし 軽微な改善 中程度の改善 急激な改善 劇的な改善 

４.強い 悪化弱 変化なし 軽微な改善 中程度の改善 急激な改善 

３.中程度 悪化中 悪化弱 変化なし 軽微な改善 中程度の改善 

２.軽度 悪化強 悪化中 悪化弱 変化なし 軽微な改善 

これらの客観的な統計調査により、腱引き療法が効果的な部位と苦手としている部位が

明らかになりました。 

施術前の痛み：「５．非常に強い」痛みを訴えている方々の評価 

施術後の痛みの評価 ５.非常に強い ４.強い ３.中程度 ２.軽度 １.なし 

 部 位  人数 変化なし 軽微な改善 中程度の改善 急激な改善 劇的な改善 

頭 １２名 ０.０% ０.０% ８.３% １６.７% ７５.０% 

首 ２３名 ０.０% ４.３% １７.４% ３９.１% ３９.１% 

肩 ３６名 ０.０% ２.８% １６.７% ３８.９% ４１.７% 

腕 ８名 ０.０% １２.５% ２５.０% １２.５% ５０.０% 

ひじ ５名 ０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ４０.０% 

手首 １０名 ０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ４０.０% 

背中 １５名 ０.０% ０.０% １３.３% ２０.０% ６６.７% 

腰 ３９名 ０.０% ７.７% ３８.５% ３３.３% ２０.５% 

臀部 １３名 ０.０% ０.０% ３８.５% ２３.１% ３８.５% 

大腿部 １２名 ０.０% ８.３% １６.７% ４１.７% ３３.３% 

ひざ ２２名 ４.５% ４.５% １８.２% ５０.０% ２２.７% 

足首 ８名 １２.５% ０.０% ２５.０% ２５.０% ３７.５% 

足裏 ７名 ０.０% ０.０% ２８.６% １４.３% ５７.１% 

非常に激しい痛みを訴えている方々の評価の中で頭痛に関しては、劇的な改善に伴う

完治率が高く、次いで背中痛となっている。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%A2%E8%A6%B3%E7%9A%84
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施術前の痛み：「４．強い」痛みを訴えている方々の評価 

施術後の痛みの評価 ５.非常に強い ４.強い ３.中程度 ２.軽度 １.なし 

 部 位  人数 ５.悪化-弱 ４.変化なし ３.軽微な改善 ２.中程度の改善 １急激な改善 

頭 ３４名 ０.０% ２.９% ０.０% ２３.５% ７３.５% 

首 １０５名 ０.０% ０.０% １２.４% ４３.８% ４３.８% 

肩 １６４名 ０.０% ０.０% １０.４% ４７.６% ４２.１% 

腕 ３６名 ０.０% ２.８% ５.６% ５２.８% ３８.９% 

ひじ １７名 ０.０% ０.０% ５.９% ４１.２% ５２.９% 

手首 ３５名 ０.０% ２.９% ８.６% ４０.０% ４８.６% 

背中 ８０名 ０.０% １.３% ８.８% ４０.０% ５０.０% 

腰 １６５名 ０.０% １.２% ８.５% ４７.９% ４２.４% 

臀部 ５８名 ０.０% １.７% ８.６% ３９.７% ５０.０% 

大腿部 ３７名 ０.０% ０.０% ８.１% ５１.４% ４０.５% 

ひざ ６２名 ０.０% １.６% １１.３% ３８.７% ４８.４% 

足首 ３３名 ０.０% ３.０% １５.２% ２４.２% ５７.６% 

足裏 ２３名 ０.０% ４.３% ４.３% ３４.８% ５６.５% 

 

 

施術前の痛み：「３．中程度」の痛みを訴えている方々の評価 

施術後の痛みの評価 ５.非常に強い ４.強い ３.中程度 ２.軽度 １.なし 

 部 位  人数 ５.悪化-中 ４.悪化-弱 ３.変化なし ２.軽微な改善 １.中程度の改善 

頭 ７７名 ０.０% ０.０% １.３% ２２.１% ７６.６% 

首 ２２８名 ０.０% ０.０% １.３% ３６.４% ６２.３% 

肩 ２６６名 ０.０% ０.０% １.５% ３２.７% ６５.８% 

腕 ９２名 ０.０% ０.０% ３.３% ３１.５% ６５.２% 

ひじ ５６名 ０.０% ０.０% １.８% ３９.３% ５８.９% 

手首 ７１名 ０.０% ０.０% ４.２% ２９.６% ６６.２% 

背中 １８０名 ０.０% ０.０% ２.２% ３４.４% ６３.３% 

腰 ２８７名 ０.０% ０.０% １.７% ３６.２% ６２.０% 

臀部 １１７名 ０.０% ０.０% ２.６% ３５.０% ６２.４% 

大腿部 ９１名 ０.０% ０.０% １.１% ３７.４% ６１.５% 

ひざ １３６名 ０.０% ０.０% ０.７% ３９.０% ６０.３% 

足首 ８１名 ０.０% ０.０% ４.９% ３８.３% ５６.８% 

足裏 ５９名 ０.０% ０.０% ６.８% ３２.２% ６１.０% 
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施術前の痛み：「２．軽度」の痛みを訴えている方々の評価 

施術後の痛みの評価 ５.非常に強い ４.強い ３.中程度 ２.軽度 １.なし 

   人数 ５.悪化-強 ４.悪化-中 ３.悪化-弱 ２.変化なし １軽微な改善 

頭 １９３名 ０.０% ０.０% ０.０% ５.７% ９４.３% 

首 ２７８名 ０.０% ０.０% ０.０% １４.７% ８５.３% 

肩 ２３１名 ０.０% ０.０% ０.０% １１.３% ８８.７% 

腕 １４３名 ０.０% ０.０% ０.０% ９.１% ９０.９% 

ひじ １０２名 ０.０% ０.０% ０.０% １３.７% ８６.３% 

手首 １１９名 ０.０% ０.０% ０.０% １６.０% ８４.０% 

背中 ２１２名 ０.０% ０.０% ０.５% １０.８% ８８.７% 

腰 ２７８名 ０.０% ０.０% ０.０% ８.６% ９１.４% 

臀部 １２９名 ０.０% ０.０% ０.０% １０.９% ８９.１% 

大腿部 １１２名 ０.０% ０.０% ０.０% １３.４% ８６.６% 

ひざ ２０４名 ０.０% ０.０% ０.０% １２.７% ８７.３% 

足首 １４５名 ０.０% ０.０% ０.０% １７.２% ８２.８% 

足裏 １２８名 ０.０% ０.０% ０.０% １８.８% ８１.３% 

 

各レベルの痛みに対して「施術による悪化」の報告はなく、すべて変化なしか改善と

なっていました。全体の改善率を押し下げている原因は、軽度の痛みを訴えている方々の

評価である「変化なし」が全体の５．５％を占めています。軽度の痛みは特徴がつかみに

くく、個体差があり、改善が如何に難しいかを物語っています。しかし、この軽い痛みレ

ベルを除外すると完治率は５６．４％と下がりますが、改善率は飛躍的に上昇して９８．

３％となります。 

 

  対象数 完治的改善 改善 合計 

激しい痛み ２１０名 ８２名 １２６名 ２０８名 

強い痛み ８４９名 ３９６名 ４４３名 ８３９名 

中程度の痛み １７４１名 １１０１名 ６０３名 １７０４名 

合  計 ２８００名 １５７９名 １１７２名 ２７５１名 

    ５６.４% ４１.９% ９８.３% 

※施術後「１.なし」となった場合は○○改善に伴う完治的改善としました。 

 

この数字から筋整流法による施術は確実に改善方向性を示していると言えます。 
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【エビデンスの重視】 

なぜこのようにエビデンスを重要視するか。腱引き療法は、インターネットが発展す

る近年までは誰もが広く情報に触れることは難しく、経験値を共有する手段は主に師弟

関係による口伝に限られ、文書化がされてきませんでした。筋整流法になり施術の品質

が安定して書籍・論文・ＤＶＤ等の発表が行われるなど実績を上げてきました。それに

伴い教育メソッドも確立し、育成体制がとられ安定した施術法として確立されました。

筋整流法の確立した施術法の根拠は「正しい方法論に基づいた観察や実験を求めるべき

である」という主張によって行われからです。 

文献への初出は２０１０年。根拠に基づいた理論的な施術として、「腱引き療法入門」、

ＤＶＤ「腱引き療法」・「さらに使える腱引き療法」、２０１３年「腱引き療法で痛み

が消えた」が出版されました。 

通常行われている施術を科学的な視点で再評価（「批判的吟味」と呼ばれる）した上

で、我々の施術は、お客様の問題を解決する手法と位置づけ、外部のエビデンス（＝科

学的根拠）と合わせて目の前のお客様に適用していきます。 

 

 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%93%E3%83%87%E3%83%B3%E3%82%B9

